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このコンテンツを読んで ワカルこと・デキルこと

▶気道確保の基本的なイメージがワカル

▶酸素投与の基本的方法と注意点がワカル

▶マスク換気の基本的方法と注意点がワカル

▶気管挿管の準備、基本手技と注意点がワカル

Ⅰ . 気道確保
1. 目的
▶気道閉塞の解除

▶酸素化の改善

▶換気量の調節

コツ・ポイント・注意点

▶ 下記のどのような気道確保法（図1）でも「舌根沈下解除」（図2）をイメ
ージして気道確保する

①フェイスシールドを用いた口対口人工呼吸

②フェイスマスクを使用した口対口人工呼吸

③バッグバルブマスクを用いた口対口人工呼吸

図1 3つの気道確保
すべて「舌根沈下解除」による気道閉塞解除が重要

① ② ③
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図2 舌根沈下解除
舌根沈下 気道確保による解除

ピットフォール

▶ 頸髄損傷が疑われる場合（高エネルギー外傷）は頭部後屈は禁忌であ

り、下顎挙上法（図3）を選択する

図3 下顎挙上法
頸髄損傷が疑われる場合（交通事故などの高エネルギー損傷）に選択

講師からのコメント

▶意識消失や急変時は舌根沈下による気道閉塞がほとんど

▶どのような方法でも、舌根沈下解除をイメージして気道確保法を行う
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2. 事前の準備
▶感染防護具（手袋）

▶フェイスシールド（図4）、携帯型フェイスマスク（図5）、バッグバルブ
マスク（図6）

図4 フェイスシールド
感染防護機能なし

図5 携帯型フェイスマスク
一方向弁により患者呼気を防護できる

図6 バッグバルブマスク
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